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スタッフが会場の様子を撮影し、
ニュースレター（全戸配布）など、
市の媒体への掲載を予定しています

自身の写真の掲載は都合が悪いという方は、
運営スタッフにお伝えください。

おしらせ
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「（仮称）富田地区複合施設」とは
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令和４年度に策定した
「富田地区まちづくり基本構想」
に基づき、

富田ふれあい文化センター
富田青少年交流センター
富田すこやかテラス
（富田老人福祉センター）

を統合し、新たに整備する施設

また、予定地内の富寿栄南公園
も一体的に整備します

前回説明
済み



「（仮称）富田地区複合施設」とは
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富田ふれあい文化センター

富田青少年交流センター 富田すこやかテラス
（富田老人福祉センター）

前回説明
済み



統合する３施設の現状

施設の現状
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①老朽化の進む公共施設が集積

②少子高齢化・人口構成の変化により市民ニーズが変化

③全ての公共施設を現状のまま維持することが財政的に困難

まちづくりの視点から将来を見据えた検討が必要

「富田地区まちづくり基本構想」を令和４年度に策定

前回説明
済み



「富田地区まちづくり基本構想」で考えたこと
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〈複合化する公共施設のイメージ〉

前回説明
済み



「（仮称）富田地区複合施設」の整備スケジュール

8

前回説明
済み



9

前回のミーティングでの

質問と回答



【質問１】
今回のみらいミーティング開催のお知らせについて、
なぜ富田小校区だったのですか

【回答１】
今回検討する新施設については、事業予定地周辺に広がる神社仏閣
や酒蔵、風情あるまちなみなど、特色や魅力ある地域資源を活かし、
また、地域の方々に愛され、居心地の良い居場所にしていきたいと
考えています。

そのため、事業予定地周辺に関係のある方々からご意見をいただき
たいと思い、富田小学校区の方にお声掛けさせていただきました。
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【質問２】
市民全員が使える新たな施設を作るのであれば、
市民全員に意見をきくべきではないですか。

【回答２】
ワークショップに参加していない方などからご意見をいただく場
として、オープンハウス（パネル展）を考えています。

そこでは、ワークショップで出た意見・アイデアなどを展示し、
多くの方々から意見をいただく予定です。
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【質問３】
新施設の“利用対象者”を教えてください。

【回答３】
広く多くの方々に
利用していただきたいと
考えています。
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【質問４】
新施設の“機能”を教えてください。

【回答４】
基本的な考え方としては、富田ふれあい文化センター、富田青少
年交流センター、富田老人福祉センターの３施設及び富寿栄南公
園を含む４施設の機能を継承するものです。

これまで、既存施設の使われ方などにより利用者の世代間交流が
少なかったため、既存の機能に加え、多世代交流機能をもつ施設
を目指します。
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【質問５】
西部の都市拠点であれば、求める機能なども変わって
くると思います。新施設はどのような位置づけなので
しょうか。

【回答５】  
今回の基本計画は、老朽化が進む、富田ふれあい文化センター、
富田青少年交流センター、富田老人福祉センターの３施設につい
て、更新を機に複合化をするもので、「西部の都市拠点」として
新たに整備するものではありません。
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【質問６】
多くの人に利用してもらう、「西部の都市拠点」とす
るのであれば、「（仮称）富田地区複合施設」という
名称は、地域を限定しすぎではないでしょうか。

【回答６】
これから基本計画を検討していく段階ですので、現時点ではこれ
までの経過を踏まえ、施設名称を「（仮称）富田地区複合施設」
とさせていただきました。正式な施設名称等につきましては、今
後決定していきます。
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【質問７】
高槻市では、他にもこのような複合施設の再編計画が
あるのでしょうか？富田地区が先進的な事例になるの
でしょうか？

【回答７】
現時点で、富田地区以外での再編計画はありませんが、
公共建築物の大規模改修や更新について検討する際には、
周辺に配置されている施設のあり方も含めて、
集約化・複合化・多機能化の検討を行います。
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17

前回のアイデアや意見の

振り返り



みらいミーティングのスケジュール案
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前回の振り返り
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前回の振り返り
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本みらいミーティングにおける整備コンセプト案
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どんな人も居心地よく
交流が生まれる“第二の実家”

・ゆるやかに人とつながり、いつまでも居たくなる場所

・すべての世代にとって居心地がよく行きたくなるような場所

・にぎわいとくつろぎを感じられる縁側のような場所
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本日のミーティングの内容



みらいミーティングをなぜやるの？
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その計画プロセスを共有し、施設でやってみたいこと、施設のゾーニ
ング、公園・広場のイメージ等を共に考え、集まった意見を参考に、
市が基本計画を検討します

めざす施設像として掲げている「地域のみんなの居場所まちのリビ
ング」を実現するために、実際に施設を利用される地域のみなさまと、
施設計画を検討する

前回説明
済み



本日の話し合いのテーマ
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施設レイアウトを考えてみよう
・各部屋のレイアウトや、活動・機能はどこにあるとよいか

・自分の立場と、自分ではない立場で考えてみる
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その前に・・・

複合施設をつくる上での考え方・基本条件は

→→→



統合する３施設
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富田ふれあい
文化センター

基本的人権尊重の精神に基づき、人権啓発に推進及び地域福祉の向
上を図るとともに、市民の交流を促進し、もって人権が尊重される
社会の実現に資する施設として位置づけられており、人権啓発に係
る講座、講習、イベントの開催や人権啓発推進資料の展示、貸出を
行っている。

富田青少年
交流センター

青少年相互の交流を推進することにより、青少年の自主的、組織的
諸活動を促進し、もって青少年の健全な育成に資する施設として位
置づけられており、青少年を対象とした食育講座、キャンプ事業を
含む各種講座を行っている。

富田すこやか
テラス

（富田老人福祉
センター）

市内に居住する６０歳以上の者に関する各種の相談に応ずるととも
に、健康の増進、教養の向上及びレクリエーションのための便宜を
総合的に供与する施設として位置づけられており、生きがいづくり
や健康増進を図るため、教室・講座・イベント等を行っている。



（仮称）富田地区複合施設に関する市の考え
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施設整備の方針
①老朽化が進行する３施設の更新に伴い、隣接する公園も含めて複合化

②既存施設の事業（サービス）は原則として継続

③富田地区以外からも様々な人が訪れ、活動等ができる居場所

建物規模・構成など

・敷地面積：約9,000㎡（公園含む）

・延床面積：4,000～5,000㎡程度

※既存施設（３施設）の延床面積は約6,200㎡

・高さ：低層の建物を想定

・避難所機能としての役割も担う



（仮称）富田地区複合施設に関する市の考え
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＜施設整備の考え方＞
・分散して立地している多様な施設を複合化することにより、世代
を超えて多様な人々がつどい、交流を育むことができる施設をめ
ざす

・併せて、それぞれの機能を融合し、市民ニーズに柔軟に対応でき
るよう多機能化を図る。多様な活動や人数に対応できるように、
フレキシブルに使える場を創出する



（仮称）富田地区複合施設に関する市の考え
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複合化のイメージ

■活動が混ざる
色々な場所で様々な活動が
できる

■人が混ざる
あらゆる人・世代が利用できる



（仮称）富田地区複合施設に関する市の考え
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多機能化のイメージ

■用途が混ざる
一つの室を様々な用途で使える

■外と中が混ざる
屋内・屋外が連続する

用途に合わせて
部屋の大きさを変える等

屋内屋外

屋内屋外 半屋外



（仮称）富田地区複合施設のポイント
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＜整備イメージ＞

・世代や属性を問わず利用できる交流スペースや、
ひとりでもみんなでもいられる、居場所となる空間

・一体的に利用可能な 複合施設の広場 と 隣接する公園

・通り（府道）から見やすく、外から入りやすい建物配置、開放感ある外観

・くすのきや門柱などを残し、普門寺の緑を借景とできる建物配置

・富田らしい歴史と趣のあるまちなみを感じさせる外観

・子どもが思い切り遊べ、ずっといられる屋外広場と公園

・自然な見守り、新たな発見や学びあいができる見通し良いレイアウト

・利用者の使い方によって様々に変えられる自由度の高い各種スペース



ゾーニング・コンセプト（たたき案）

32

・入りやすく、開放感のある施設となるよう、
道路沿いに公園を設け、建物を南側に寄せる

・自然を感じられるよう、
普門寺の緑を借景とし
て活かす
（建物等で遮らない）

・オープンな道路沿いは多くの人が集まるエリア、
普門寺側の奥まったエリアは落ち着いた利用ができる

・今も動線として使われている、
南北と東西の動線を確保

・人の様子が見えて、お互いが見守
り合うように見通しをよくする

・建物と公園をつなげ
ることで、大人が子
どもの遊びを見守ら
れるようにする

・屋内と屋外が一体的
に利用できるように
する



本日の話し合いのテーマ
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施設レイアウトを考えてみよう
・各部屋のレイアウトや、活動・機能はどこにあるとよいか

・自分の立場と、自分ではない立場で考えてみる



グループディスカッションの進め方
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スペースカード

○○ができる

行動カード

1. 自分の立場で考える

• 「このスペースはどこにあるとよい」や、
「ここではこんなこともできるとよい」を図面にプロット



グループディスカッションの進め方

35

２. 他の人の立場で考える

• ペルソナカードをもとに、１.で検討した配置や工夫に抜け漏れ
がないかを確認



ワークショップの3か条

一．お互いの意見を否定しない

一．発言は簡潔に

一．発言は積極的に
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ディスカッションのまとめ

（各班成果発表）
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タネマキプロジェクトとは？



タネマキプロジェクトとは？

新施設で実現できたらいいと思うことを、実際に「小さくはじめてみる」

（→実際にやってみることで、基本計画へのフィードバックも期待）
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イメージ例

1. まちを歩く 2. 作戦会議

3. つくる・手を動かす 4. イベントなどでお披露目

前回説明
済み



タネマキプロジェクトとは？
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・2/10にキックオフ会議を開催

・５名の参加者と一緒に、既存施設や公園を見学し、

「やってみたいこと」をディスカッション



タネマキプロジェクトとは？
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→上映会+○○のアイデアをベースに企画を検討中！

次回の作戦会議は、３/17（日）10：00～

ご興味のある方は、受付スタッフまでお声がけください
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第３回 みらいミーティング

４月20日（土）10:00～12:00
次回のテーマは…

「複合施設でどんな関わり方ができるだろう」

〈出欠シート〉に必要事項を記入のうえ、受付に提出ください
※定員：３０名

今日決めきれない方、ご友人などをお誘い
ただける方は、４月５日（金）までに左の
QRコード、あるいはFAXより申込ください

FAX：06-6361-8788Web申込は
コチラ
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ディスカッションのまとめ

（グラレコでの振り返り）
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〈参加者アンケート〉
ご協力のおねがい

アンケートご記入の上
受付に提出ください


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	「（仮称）富田地区複合施設」とは
	「（仮称）富田地区複合施設」とは
	統合する３施設の現状
	「富田地区まちづくり基本構想」で考えたこと
	「（仮称）富田地区複合施設」の整備スケジュール
	スライド番号 9
	【質問１】�今回のみらいミーティング開催のお知らせについて、なぜ富田小校区だったのですか
	【質問２】�市民全員が使える新たな施設を作るのであれば、�市民全員に意見をきくべきではないですか。
	【質問３】�新施設の“利用対象者”を教えてください。
	【質問４】�新施設の“機能”を教えてください。
	【質問５】�西部の都市拠点であれば、求める機能なども変わってくると思います。新施設はどのような位置づけなのでしょうか。
	【質問６】�多くの人に利用してもらう、「西部の都市拠点」とするのであれば、「（仮称）富田地区複合施設」という名称は、地域を限定しすぎではないでしょうか。
	【質問７】�高槻市では、他にもこのような複合施設の再編計画があるのでしょうか？富田地区が先進的な事例になるのでしょうか？
	スライド番号 17
	 みらいミーティングのスケジュール案
	前回の振り返り
	前回の振り返り
	本みらいミーティングにおける整備コンセプト案
	スライド番号 22
	 みらいミーティングをなぜやるの？
	 本日の話し合いのテーマ
	スライド番号 25
	統合する３施設
	（仮称）富田地区複合施設に関する市の考え
	（仮称）富田地区複合施設に関する市の考え
	（仮称）富田地区複合施設に関する市の考え
	（仮称）富田地区複合施設に関する市の考え
	（仮称）富田地区複合施設のポイント
	ゾーニング・コンセプト（たたき案）
	 本日の話し合いのテーマ
	 グループディスカッションの進め方
	 グループディスカッションの進め方
	ワークショップの3か条
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	タネマキプロジェクトとは ？
	タネマキプロジェクトとは ？
	タネマキプロジェクトとは ？
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44

